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このたびの東日本大震災と同規模の巨大地震が869年に東北地方を襲っていたことは「貞観地震」とし
て知られている。その時の大津波は仙台平野の内陸4キロ以上に及び，現在の南相馬市で水流は1.5キロ
以上上したという。さらに，最近の東北大学の調査では，貞観地震と同規模の津波が仙台平野で過去
3000年間に2度あったことが確認されている。
貞観地震のことは「三代実録」に簡略に記されているに過ぎないが，元暦2（1185）年の都での大地震
の様子を活写しているのは，周知のごとく「方丈記」である。その様子は「山ハヤブレテ河ヲウヅミ，海
ハカタブキテ陸地ヲヒタセリ。土サケテ水涌キ出デ，巌ワレテ谷ニマロビ入ル」とある。「海ハカタブキ
テ陸地ヲヒタセリ」はまさに大津波の情景である。「塵灰立チノボリテ，サカリナル煙ノ如シ。地ノウ
ゴキ家ノヤブルヽ音，雷ニコトナラズ」も目の当たりの光景である。それゆえにこそ「翼ナケレバ空ヲモ
飛ブベカラズ。龍ナラバヤ雲ニモ乗ラム」は，鴨長明の切実な思いとして，我々の胸に迫ってくる。
もちろん，天災はこれだけにとどまらず，日本全体で言えば，日常的とでも言うべき状況であった。そ
の中で文化は継承されてきたのである。人災によっても，たとえば，応仁の乱では貴重な文化財の多くが
失われた。室町期において「利根第一の人也」と言われた惟高妙安も，その戦乱で，それまでの抜書『兎
塵集』250冊余のほとんどを失った。しかし，惟高妙安は，その後『玉塵』『詩学大成抄』を書き著して
いる。惟高妙安に限らず，京都五山の学僧，桃源瑞仙景徐周麟などもまた，戦乱の中で，「史記」「漢書」
などの講義に努めた。近代に入り，関東大震災もまた壊滅的な被害を与え，「古本節用集」の類をはじめ
貴重な古典籍の多くが失われた。その体験がもととなり，資料の影印複製の事業がその後活発になったと
いう。このような状況の中で，先人達は日本文化を継承発展させてきたのである。
このたびの東日本大震災も，その被害はいまだに拡散している状況であり，復興の目途は立っていない。
政局の混迷も歯がゆいばかりである。しかし，我々にできることは，これまで以上に，研究教育活動に
精進することでしかない。
「近代文化研究所紀要」には6編の力作が寄せられた。また，研究所主催の勉強会も6月に倉島節尚氏，
7月に内田青蔵氏をお招きして，有意義なものとなった。10月には山田有策氏を予定している。この『学
苑』も851号を数える。また，『近代文化研究叢書』も年内に第8冊までが刊行される見込みである。こ
れらの事業を支えてくださっている編集室の方々に深甚の謝意を表する。 （近代文化研究所長 山田 潔）
